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2015 年

スクー
さまざまな不

鮮であっとい

一人で勉強し

ぜ？と、とても

現を用いるこ

と前向きに考

楽しみになり

3 日間、辰巳

優しく耳を傾

育は孤独との

れが自分だけ

しい仲間と出

これから生涯

れを自分自身

出来たらと願

有意義な３日

中医研究
015 年 9 月、

学院では、卒業

の方々から中医

学出来ないとい

この度の新コ

学習中の疑問

てらっしゃる方

15 年 7 ⽉
所：本草薬膳学

中医研究科の

（中医臨床基礎

本 草 
中央区日本橋兜町

  

年 夏期ス

ーリングを
不安を抱えて、

いう間でした。 

していた時は

も疑問に思っ

ことが教養の

考えられるよう

そうです。 

巳先生をはじめ

けてくださいま

の戦い」と話し

けではないと知

出会えたことも

涯をかけて、奥

身だけでなく周

願っています。

日間をどうもあ

究科・
本学院では新

業後も中医薬

医学をもっと深

いった声を伺

ース開講とな

問はメールや文

方にも是非お薦

24 ⽇(⾦)
学院 教室 

の教科書 

礎科・中医内科学

つ う
町 22 番 6 号 マ

 

スクーリ

を終えて 
準備不十分

は、中医学独特

っていましたが

現れであると

うになりました

め、先生方は

ました。 そん

してくださいま

知ることが出

も大きな収穫で

奥深く中医学

周囲の人々の

 

ありがとうござ

通信教
新たに研究科

薬膳学を学習す

深く学習したい

伺っておりました

なりました。 

文書で講師の

薦めです。 ご

)〜26 ⽇(⽇

学） 

う し 
マルカ日甲ビル 2

 

リング開

    
分のまま臨んで

特の同じ意味

が、先生のお

と学び、私もい

た。 中医学や

はいつも穏やか

んな理想的な

ましたが、私も

出来た事、そし

でした。 

、薬膳を学び

の健康に役立

ざいました。 

教育コー
科の通信教育

する機会とし

いけど、遠方

た。 通学の手

の先生方に聞

ご興味がおあ

中医

中医

＜現

中

⽇) 開催 

研究

ん 第
 

2 階  FAX：0

  

催 

    
でしまった 3

味なのに何通り

お話で、中医学

いつか深く中

や薬膳を学ぶ

かで明るく、興

な先生方から

も今まで１人で

して励まし合え

び、いつか 

立てること 

ース 開
育コースを開講

て研究科（通

方から東京まで

手間や時間の

くことも出来ま

ありの方は学院

科 目 

医臨床基礎科

医内科学 

現在準備中＞ 

中医婦人科学

究科（通信）

第 49号 20

3-3662-3800  

 

    
日間のスクー

りも表現があ

学は文学や歴

医学を理解し

ぶことはもちろん

興味深い講義

学べたことを

で勉強してい

える 

開講しま
講いたしました

通学コース）を

で通いきれない

の都合などを

ます。 また、

院までお問い

科 
中医体質学

営血弁証・

肺系病証・

証・気血津

学 ・中医小児

コース⼀覧

015 年 9月 2

URL：http://ww

 

中医薬膳師

ーリングでした

る事を、ひと

歴史、哲学と密

し、豊かな言

ん、そこから広

義や実習をして

をとても幸運に

いて、つまづく

ました
た。 

開設しており

い、また仕事

を考えずご自分

将来的に国際

い合わせくださ

内 

学・経絡学説・六

・三焦弁証） 

・心系病証・脾系

津液病証・肢体経

児科学 ・中医

覧          

20 日  発行

ww.honzou.jp  E

 

師通信コース  

たが、始まって

つに絞ってく

密接に関わり

葉で表現でき

広がる世界を

てくださり、そ

に思います。 

く事が多く苦労

た 

ますが、以前

等諸事情でな

分のペースで

際中医師の資

さい。 

 容 

六経弁証・温病

系病証・肝系病

経絡病証 

医外科学 ・方

    【2015 年

行：本草薬膳

E-Mail:haiyang@h

 

太田 奈菜江 

てみれば全て

れたら楽なの

りがあり、様々

きるようになり

を知ることも新

して個々の話

先生も、「通

労していました

前より多くの卒

なかなか継続

で学習できるよ

資格取得を検

病学説（衛気

病証腎系病*

方剤学 

9 月時点】 

学院 

honzou.jp 

てが

のに

々な

りた

新た

話に

通信

た。 

卒業

続して

ように

検討さ



 

２
１
期
中
医
薬
膳
師
平
日
コ
ー
ス
卒
業 

 

野
本 

佳
代
子 

 

こ
の
度
、
二
〇
一
五
年
度
国
際
薬
膳
師
の
試
験
に
無
事
合
格
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
飯
田
先
生
、
平
尾
先
生
、
劉
先
生
（
五
十
音
順
）
の
御
指

導
の
お
蔭
で
す
。
中
医
学
に
関
し
て
無
知
で
し
た
私
に
、
学
び
知
る
こ
と
の

喜
び
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

私
は
入
学
す
る
一
週
間
前
ま
で
「
薬
膳
」
と
い
う
言
葉
さ
え
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
当
時
、
米
国
大
学
の
心
理
研
究
学
科
を
卒
業
し
た
ば
か
り

で
、
科
学
的
根
拠
を
大
前
提
と
し
た
学
習
方
法
の
元
で
約
四
年
間
過
ご
し

て
お
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
西
洋
文
化
特
有
の
リ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
・

対
処
方
法
に
以
前
か
ら
違
和
感
を
覚
え
て
お
り
、
実
際
に
、
父
に
処
方
さ

れ
る
増
え
続
け
る
薬
の
数
と
種
類
、
ま
た
不
眠
症
な
ど
で
薬
に
依
存
し
て

い
く
方
た
ち
を
見
て
き
て
、
西
洋
の
対
症
療
法
が
主
な
治
療
方
法
に
疑
問

を
抱
き
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
薬
膳
の
世
界
で
し
た
。 

中
医
学
・薬
膳
の
理
念
の
一
つ
で
も
あ
る
「治
未
病
」を
知
り
、
あ
っ
と
い

う
間
に
薬
膳
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
日
々
の
あ
ら
ゆ
る
症
状
を
考

察
し
、
そ
れ
ら
に
あ
わ
せ
た
食
薬
を
配
合
し
て
疾
病
を
予
防
・緩
和
・改
善

さ
せ
て
い
く
「食
養
生
」の
概
念
に
も
共
鳴
し
、
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
授
業
で
は
、
難
し
い
中
医
理
論
や
概
念
も
、
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
え
て
楽
し
ん
で
学
べ
た
た
め
、
記
憶
力
の
定
着
に
も

繋
が
り
ま
し
た
。
中
医
学
は
基
礎
範
囲
だ
け
で
も
膨
大
な
知
識
量
を
求
め

ら
れ
る
た
め
、
生
徒
の
要
望
に
応
え
た
授
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
、
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

現
在
、
研
究
科
に
進
み
基
礎
か
ら
中
医
理
論
を
勉
学
中
で
す
が
、
先
輩

方
が
仰
る
通
り
、
中
医
学
・薬
膳
は
終
わ
り
の
な
い
学
問
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
そ
う
あ
る
べ
き
で
、
自
然
・
居
住
環
境
の
変
化
等
と
共
に
進
化
す
べ

き
も
の
、
な
の
だ
と
も
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
変
容
に
対
応
す
る
た
め
に

も
、
孔
子
が
論
語
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
。
有

朋
自
遠
方
来
、
不
亦
楽
乎
。
…
（
学
而
篇
）
」
、
今
後
も
よ
り
一
層
勉
学
に

励
み
、
国
際
薬
膳
師
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
中
医
学
・薬
膳
の
理
論
や
概
念
の

普
及
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 草 つ う し ん 第 49 号（2015.9） ‐2‐ 

2015年度 国際薬膳師(士)・国際薬膳調理師  資格認定試験合格者の声 
2015 年 6 ⽉、中国から本年度の国際薬膳師(⼠)・国際薬膳調理師の資格認定証が届きました。  
（【合格者】国際薬膳師：４１名、国際薬膳⼠ 2 名、国際薬膳調理師 9 名） 

今年の夏季スクーリングは 27 名もの通信生が 

全国から参加されました。 

学ぶということ 
中医薬膳師通信教育コース  木戸 りんな 

私は薬膳を学ぶ前からただただ料理を作るのが大好きでした。 勿論食べる

事も大好きで、外食の際には味付けは何でされていて、どのような具材が使わ

れているのだろうといつも想像を膨らますほどでした。 

そんな私が今からは八年前に当時の仕事や環境のストレスから大きく体調を

崩し、終いには食べられなくなり、毎日点滴に通う生活が続いたのです。 体重

はみるみる減り、長身の私が三十五キロしか無いという辛さを味わいました。 口

にする物する物に、今思えば身体が正直に反応していました。 それは拒否で

した。 

何を食べて良いのかわからなくなった時、雑誌の片隅に薬膳という言葉を見

つけ、その人その人に合った食事の取り方、考え方があるのだと目から鱗でし

た。 そこから薬膳師への道道を志しましたが、毎日机の上での勉強が大半を

占める通信での勉強は心折れる時もありました。 ですが今回のスクーリングに

参加してみて光が差したように感じる事が出来ました。 

分かりやすい講義や丁寧に説明を受ける事の出来る実習、意見の交換は非

常に重要でした。  自宅で勉強し自分なりに納得する事も勿論大切だと思いま

す。 ですが自分の知識として物に出来るまでにするには相当の理解力が必要とな

ってきます。 今回の三日間でやってきた勉強を復習出来た事、更に多くを学んで

いると何より実感出来た事。感謝申し上げます。 

薬膳の道は終わり無く日々学びであると教えて頂きました。 精進し中医薬膳師を

目指します。 



 

 世

立さ

構，

たす

理

ラリ

ルな

佘
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に、

行い
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第
「
開

2

期「

務理

特特
 

 

第
お
是

世界中医薬学

されました。今

，国際標準化

すための国際

理事会・監事会

リア・ニュージ

などの国と地

佘静主席が開

計画」「“一帯一

本要求」「中医

副主席・秘書

いました。 

その後、出席し

た事務局に対

唱する“一帯一

第三期世界
「第⼀回世
開催されま

2015 年 6 月

「世界中医薬学

理事を務める

特特別別講講

第４回目（201
お申し込み、ま
是非、お誘い

学会聯合会は

今年ＷＨＯは

化組織中医技

際組織として発

会では、中国

ランド・オラン

域から副会長

開催の祝辞を

一路”中医薬

医学用語の国

書長である李

した各理事か

対して意見・提

一路”政策に積

界中医薬学会
世界中医薬⼤
ました。  

12 日から 15

学会聯合会」

る本学院の辰

講講座座レレ
毎

理

山

は

問

で

15 年 10 月 1
まだ受付して
いあわせの

は 12 年間の努

はこの会を非政

技術委員会Ａ級

発展してきま

国・アメリカ・イ

ンダ・オースト

長・常務理事

を述べた後、各

薬発展計画のた

国際基準の制

振吉氏が理事

から各国の中医

提案を述べ、世

積極的に参加

会聯合会
⼤会」夏季

    

日にかけて、

」第七回理事

巳洋学院長が

レレポポーー
毎回本格的な中

理の公開講座。

・鼓 椒 苦 瓜

・荔 香 椰 皇

・冷 拌 坦 々

山岡先生の調理

は間近で先生の

問されてたりし

その後の調理

で協力し料理 3

9 日（月）開講
ております。 
の上ご参加く

また同期間内

発展国際シン

ました。 中国

南京中医薬

 

努力により、65

政府組織構成

級連絡組織な

した。 

イギリス・カナダ

リア・ロシア・

・理事など約

各部から「世界

ために積極的

定」「世界中医

事会の組織や

医薬の発展現

世界中医薬学

加することを話

本 草 つ 

「第七回理
季サミット

    

、中国・揚州市

会及び監事会

が出席されま

トト    
「

【第

中華料理が勉

。 今回のメニ

瓜 鶏 球 （苦 瓜

皇 露  （タロ芋

々麺 （冷 やし担

理デモンストレ

の包丁捌きを

ておりました。

理実習では、受

3 品を見事に仕

講予定）以降

ください！ 

内に「第一回

ンポジウム」も

国科学技術部

大学の陳滌平

5 の国と地域

成員として許可

など国際組織

ダ・スペイン・

シンガポール

50 名が出席

界中医薬学会

的に国際的な

医薬学会とＷ

や活動内容に

現状について

学会聯合会は

話し合いました

 

う し ん 

理事会・監
ト・「“⼀帯

    

市において、

会が開催され

ました。 

 右）辰巳洋学院
会聯合会副主席

山 岡 洋 先

第 １回 目 】20

勉強出来る山

ニューは以下の

瓜 と鶏 肉 の黒

芋 ココナッツ汁

担 々麺 ） 

レーションが行

を見学し、写真

。 

受講生全員 

仕上げました

の受講

世界中医薬大

も開催され、大

部元部長の徐

平書記らが大

域から 239 の国

可し、国連科学

として承認され

オースト 

ル・ブラジ 

席しました。  

会聯合会にお

な相互情報交

ＷＨＯの協同作

についての報告

ての報告があり

中国政府が 

た。 

第 49 号（2

監事会」並
帯⼀路”中医

   20

第三

れ、常

長と恩師・世界中
席・秘書長の李振吉

生 の薬 膳

15 年 7 月 2

岡先生の薬膳

の３品でした。

黒 豆 味 噌 炒 め

汁 粉 ） 

行なわれた時、

を撮ったり、熱

。 

荔 香 椰 皇 露
（タロ芋 ココ

大会夏季サミ

大会に臨む 1

徐冠華先生、中

大会に参加し、

国際団体が参

学教育文化部

れ、国際舞台

ける中医薬の

換を遂行」「中

作業関係の報

告を 

り、 

2015.9） 

並びに 
医薬発展国
15,6,12〜1

第三期世界中医

中医薬学 
吉教授 

膳 中 国 料 理

27 日 （月 ） 1

膳中国料

 

め） 

、受講生

熱心に質

露  
ナッツ汁 粉 ）  

ミット」「“一帯一

1000 余人の代

中国工程院の

、祝辞を述べ

参加し、74 の

部門非物質文

台でますます重

の“一帯一路”

中医臨床研究

報告」など多く

国際シンポ
15  中国

医薬学会聯合会第

理 講 座 」 

0：00～13：0

鼓 椒 苦 瓜 鶏 球
（苦 瓜 と鶏 肉

冷 拌 坦 々麺

一路”中医薬

代表が参加し

の石学敏院士

べました。 

専門委員会が

文化遺産相談

重要な役割を

”国際標準化

究論文撰編纂

くの議題をテー

ポジウム」が
国・揚州市 

第七回理事会 

00 実 施  

球  
の黒 豆 味 噌 炒

麺 （冷 やし担 々麺

薬 

し 

士、 

が成

機

を果

化発

纂の

ーマ

‐3‐ 

が 

炒 め）  

麺 ） 
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本

⼤阪
この
ント
私⾃
らの
てい
例え
化の
のバ
など
⾃然
⽇々
今

また
精進

 
 
 
 
 
 
 
◆ 
  

◆ 
  随

◆ 
 ・

随

是非
※ご

些小

 

本
 

0026 東京都中

本 草 薬 膳

阪教室で中医
の春に開校し
トの福⽥和愛
⾃⾝は、薬膳
の五感を使う
います。 
えば、四診は
の兆しをキャ
バランスを整
どの微妙な変
然界と上⼿に
々の⽣活の豊

今後もさらに五
た授業を通じ
進していきた

中医薬膳師
・第 24 期 土

中医薬膳師
随時入学受け

研究科（通
・中医臨床基
随時入学受け

非、お知り
ご紹介頂いた方

小ながら謝礼をさ

秋

 草 つ
中央区日本橋兜町

膳 学 院
 

目

医薬膳師コー
した⼤阪教室
愛さんに⽀え
膳そして中医
うことが中医

はまさしく五
ャッチするこ
整えることに
変化を感じる
に調和しなが
豊かさにもつ
五感を磨きな

じてより楽し
たいと思いま

◆ 「本

来

◆ HP

く

師・家庭薬
土日コース [第

（2015 年 1

師（通信）
け付けておりま

通信）コー
基礎科  ・
け付けておりま

り合いの方を
方がご入学（通学

させて頂きます

2015 年
秋期学生

つ う
町 22 番 6 号 マ

教 員 室
目

スの理論と実
室は、元気で熱
えられ、無事に
医学の世界には
医学の智慧を

感をフルに使
とができます
もつながりま
ことは季節の

がら⽣きてい
つながるように
ながら薬膳の

しく薬膳や中医
ます。 

本草つうしん」

来ます。 

P、ブログ等を持

ださい。（但し、

薬膳（通学）
第 3 土日曜日
10 月 17 日（土

コース 
ます。 

ス 
中医内科学 

ます。 

をご紹介く
学コースのみ）さ

。 

年度 
生募集中

 し ん
マルカ日甲ビル 2

室  第 8 回

実習を担当さ
熱⼼な１０名
に半年がたち
はまり込んで

を活かし実践

使った診断⽅
す。五味をバ
ます。五感で
の変化の兆し
くためのヒン
に思います。

の使い⼿とし
医学の魅⼒を

は HP（ホーム

持っている方

、HP やブログの

コース 
日]  
土）開講予定

ださい！ 
されました場合

中！ 

ん 第
 

階  FAX：03

回
渡辺

させていただ
名の学⽣のみ
ちました。 
で８年がたと
することに直

⽅法ですし、
バランスよく
で⾃然の光や
しをとらえる
ントになりま

 
して少しでも上
をお伝えでき

ムページ）内に

で、本草薬膳

の内容によって

本草薬膳

定） 

、
【お詫
前号(48

生を誤っ

ここに訂

新刊
研究

『中医

『中医

   

【注意

第 49号 20

3-3662-3800  

辺 真里

だいておりま
みなさんと献

とうとしてい
直結している

その知識を
く味わうこと
や⾵、温度や
ることにつな
ます。そして

上達できるよ
きるよう、 

にて創刊号～最

膳学院の HP に

てはリンク出来な

膳学院 HP

びとお知らせ
8 号)にて、資格

って「5 名」と記

訂正してお詫び

ご紹介 
究科教科書 （

医臨床基礎学

医内科学（全

        

意】 本学院在校

015 年 9月 2

URL：http://ww

子先生 

ます。 
献⾝的にサポー

います。その中
るところは⼤

を⽇々の⽣活の
とは⼼⾝ 
やにおい 
ながり、 
てそれは 

よう、 

最新号(49 号)ま

にリンクを貼りた

ない場合がありま

P  http://

本 学 院 通 信

中 医 薬 膳

せ】 
格認定試験の記

記載してしまいま

び申し上げます。

本草薬膳学院発

学』     
三巻）』    

  事務所窓

校生、卒業生のみ

20 日  発行

ww.honzou.jp  E

 

ートくださる

中で、機械な
⼤きな魅⼒の

の中で活⽤す

までカラー版を

たい方は学院

ますので予めご

/www.hon

信 教 育 コース卒

師 大 阪 教 室

記事にてロート製

ました。正しくは「

 

発行） 

   2,000 円

 各 2,500 円

窓口にて販売

みへの販売とな

行：本草薬膳

E-Mail:haiyang@h

る実習アシス

などに頼らず
のひとつに感

すれば体調の

をダウンロード

院までご連絡 

ご了承下さい。）

nzou.jp/ 

卒 業  国 際 中

 学 科 /実 習

製薬㈱からの受

「6 名」となります

円(税込) 

円(税込) 

開始しました

なります。 

学院 

honzou.jp 

スタ

ず⾃
感じ

の変

ド出

） 

中 医 師  

習 担 当  

受験

す。 

た。 


